
令和３年度以降の市民生活実感調査設問案

（修正箇所抜粋）

資料２－２



①

第１回委員会で提示した設問案 修正案

すべての市民がいきいきと活動できる場所と機会に恵まれて
いる

すべての市民が個人として認められるとともに，いきいきと活動で
きる場所と機会に恵まれ，自分に合った働き方や安心した生活のた
めに必要な支援を受けられることで，自分の能力を十分に発揮でき
ている。

（42字） （47字）

日常のくらしのなかに文化がとけこみ，誰もが文化に触れる
ことができている

文化が市民の生活や，身近なくらしの場である地域のなかにしっか
りと根付くなど，日常のくらしのなかに文化がとけこんでいる。ま
た，新しい生活スタイルの下でも文化の新たな発信や展開を通じ
て，すべての人が京都の伝統文化から現代芸術まで幅広い文化によ
り一層触れ，親しみ，楽しみ，人生の豊かさを実感できる，持続可
能で多様性のある共生社会が実現している。

（30字） （33字）

教職員が子どもといきいきと向き合うことができる環境が構
築されている

質の高い教育実践に向け教職員が子どもと向き合う時間をより一層
確保するため，学校における働き方改革の推進により，教職員がそ
の能力を最大限発揮できる環境を市民ぐるみ・地域ぐるみでつくる
とともに，子どもの学びと育ちにかかわるすべての者が尊ばれるま
ちとなっている。

（30字） （30字）

「子どもを共に育む京都市民憲章」の理念に基づく行動が市
民に浸透している

すべての大人たちが「子どもを共に育む京都市民憲章」の理念を意
識し，子どもを真ん中に据えた行動をすることで，社会の宝である
子どもを市民ぐるみ・地域ぐるみで育むまちとなっている。

（29字） （32字）

主語を明確にする。

　主語がない設問は，回答者が自分自身のことを答えれば良いのか，第三者的視点で答えれば良いのか判断に迷うため，適切な主語を補う。

政
策
分
野
2

姿
2

いきいきと活動して自分の能力を発揮する場所
や自分に合った働き方を見つける機会がある。

様々な人にいきいきと活動して自分の能力を発
揮する場所や自分に合った働き方を見つける機
会がある。

政
策
分
野
17

姿
4

教職員の働き方改革が進み，子どもといきいき
と向き合っている。

働き方改革が進み，教職員が子どもといきいき
と向き合っている。

政
策
分
野
5

姿
1

日々のくらしに文化がとけ込み，文化に触れる
ことが出来ている。

日々のくらしに文化がとけ込み，市民が文化に
触れることが出来ている。

政
策
分
野
18

姿
4

子どもを社会の宝として市民ぐるみ・地域ぐる
みで育んでいる。

子どもたちが社会の宝として市民ぐるみ・地域
ぐるみで育まれている。
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②

第１回委員会で提示した設問案 修正案

消費者被害の防止が図られ救済体制も充実している

ICT（情報通信技術）の進展に伴う契約形態の変化等により消費生
活相談が複雑化・多様化する状況に対して，手口やその対処法を迅
速かつ適切に情報提供することにより，消費者被害の未然防止・拡
大防止が進むとともに，被害に遭った場合の救済体制が充実してい
る。

（36字） （38字）

必要なときに医療サービスを利用できる

誰もが医療に関する適切な情報を得られ，病院，診療所等におい
て，必要なときに必要な医療サービスが利用できるまちになってい
る。

（17字） （24字）

救急体制の強化や応急手当の普及啓発により，救命効果が上
がっている

増加傾向にある救急要請や，新たな感染症等に迅速的確に対応する
ため，より充実した救急体制が確保されている。また，バイスタン
ダー（救急現場に居合わせた人）による応急手当の実施率が上昇
し，救命効果の向上が図られている。

（30字） （33字）

単なる事実関係を質問しているように見える設問は，回答者の実感や印象を問うような言い回しにする。

　「○○がある」等の言い回しは，市民の実感ではなく単なる事実関係を質問しているように見えるため，回答者の実感や印象を問うていることがより明確になる言い回しに修正
する。

政
策
分
野
4

姿
3

悪質商法などによる消費者被害を防止し，被害
を救済するしくみが整っている。

悪質商法などによる消費者被害を防止し，被害
者を救済するしくみが充実している。

政
策
分
野
26

姿
4

急な病気や怪我の際の相談体制や救急隊の搬送
体制が整っている。

急な病気や怪我の際の相談体制や救急隊の搬送
体制が十分に整っている。

政
策
分
野
16

姿
1

利用しやすく頼れる医療機関がある。
頼れる医療機関があり，必要なときに利用しや
すい。
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③

第１回委員会で提示した設問案 修正案

一人一人が互いを認め合い，より豊かな人間関係が育まれてい
る

性別や年齢，障害の有無，生まれや生い立ち，国籍，民族に関係な
く，一人一人がみずからの人権の大切さを十分に認識するとともに，
すべての人の人権を尊重することの重要性を正しく認識することで，
互いを認め合い，より豊かな人間関係が育まれている。

（31字） （36字）

地域の多様なコミュニティが自分たちの地域の課題を把握し，
解決に向けて主体的に取り組んでいる

地域のさまざまな課題に対して，地域住民が関心をもって参加し，関
係機関と連携しながら主体的に取り組める多様なコミュニティができ
ている。そこでは，自分たちの地域の課題を把握し，防災・減災や見
守り活動をはじめとする地域課題の解決に向けて取り組まれている。

（40字） （43字）

地域のつながりが一層深化し，いつ・どんなときも助け合える
まちになっている

防犯活動や交通安全運動の活性化を通じて，市民のなかに防犯・交通
事故防止の安全意識が醸成されることはもとより，地域のつながり・
交流が一層深まり，いつ・どんなときでも助け合える，誰もが心強
く，安心して安全にくらせるまちとなっている。

（36字） （40字）

京都の観光を支える担い手が活躍している

京都の観光産業の正規雇用の割合が増加し，誇りと意欲をもって働け
る環境が整備され，その担い手の確保と育成が進むことで，京都のお
もてなし力が向上している。
また，生産性向上等を通じて，観光事業者の経営が安定するととも
に，観光分野での起業や新規事業の創出が盛んになり，都市の活力向
上につながっている。

（41字） （35字）

「姿」の内容から乖離し過ぎないようにする。

　設問の内容が「姿」と一致しないものや，部分的にしか反映されていないものについては，少なくとも「姿」の見出しに書かれている要素は設問に盛り込むよう修正する。

政
策
分
野
2

姿
1

くらしのなかで互いの人権を尊重し合う習慣と
行動が広がっている。

一人一人が互いを認め合い，多様な考え方や生
き方を迎え入れて交流している。

政
策
分
野
4

姿
2

犯罪や交通事故など万が一のことがあっても，
お互いに助け合えるまちである。

地域のつながりが強まり，犯罪や交通事故が起
こっても助け合える関係が築かれている。

政
策
分
野
3

姿
2

自治会・町内会等の地域団体が，防災や見守
り，清掃，お祭りなどの取組を行っている。

自治会・町内会等が，防災，防犯，見守り活
動，町内美化等，地域のための取組を行ってい
る。
（方向性⑤にも該当）

政
策
分
野
8

姿
3

京都では，観光業がやりがいと誇りを持って働
くことができる魅力的な職業となっている。

京都では，観光業に携わる人たちが，やりがい
と誇りをもって活躍している。
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市民の農林業への参加と理解が進み，人と自然が共生するまち
づくりが進んでいる

市街地に近接する農地や，緑豊かな三山に囲まれた京都の特徴を生か
し，市民農園や農林業体験イベント等の農業や森林・林業に触れる機
会の創出，学校教育等における食育活動等を通じ，農林業の魅力を広
く伝え，人と自然が共生するまちづくりが進んでいる。

（35字） （32字）

地域で，学生が活躍し，成長するまち

自大学だけでなく，インターカレッジ活動や地域，企業との協働，京
都が誇る文化芸術とのふれあいなどを通じて，まち全体をキャンパス
として学生が成長できるまちになっている。また，学生のもつ力が地
域の活性化や課題解決に寄与するまちになっている。

（36字） （28字）

海外都市との連携が強まり，国際社会に貢献するまちになって
いる

姉妹都市やパートナーシティとそれぞれの都市の特徴を生かした経済
交流や芸術交流などが進んでいる。
また，世界平和や人権，環境，歴史文化資産の継承等に関して，都市
が抱える共通の課題解決のために，国と国との関係を超えた都市間連
携を強め，国際社会に貢献するまちになっている。

（49字） （50字）

市民がまちのあらゆる場で学んでいる

京都市の各図書館や生涯学習総合センターなどの生涯学習施設の機能
の充実や，さまざまな生涯学習関係団体との連携の拡充により，急速
に変化する社会経済情勢の下でも多様な学びが提供され，市民が自身
に適した学びを自由に選択し，継続して参加できるまちとなってい
る。

（42字） （40字）

政
策
分
野
9

姿
4

農地や森林と身近に触れ合える機会が増え，農
林業への関心が高まっている。

農地や森林と身近に触れ合える機会が増え，自
然が大切にされている。

学生が地域活動などで活躍，成長し，地域を活
性化している。

政
策
分
野
11

姿
2

海外の都市と文化交流のみならず，経済交流や
芸術交流などさまざまな分野での交流が活発に
行われている。

京都は，海外の都市と文化のみならず経済・芸
術など様々な分野で活発に交流し，国際社会に
も貢献している。

政
策
分
野
10

姿
3

学生が大学の枠を超えて地域活動などで活躍，
成長し，地域を活性化している。

政
策
分
野
18

姿
1

京都には，大学や博物館，神社仏閣，企業，Ｎ
ＰＯなどが提供する学習機会が豊富にある。

図書館をはじめ多様な機関が学びの機会を豊富
に提供し，市民が様々な場で学んでいる。
（方向性⑤にも該当）
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まちの活力やにぎわいにつながる魅力的な歩行空間がつくり出
されている

居心地が良く歩きたくなるようなゆとりある歩行空間が引き続き創出
され，人々が憩い，にぎわいや活気であふれることで誰もが「出かけ
たくなる」まちとなっている。

（30字） （23字）

公園の魅力が向上し，地域にふさわしい新たな緑が増え，大切
に守り育てられている

（59字） （48字）

京都は緑が豊かである。
四季を感じさせ，まちのにぎわいに華を添える
ような街路樹や公園が身近にある。

（11字） （37字）

火災件数，焼損面積，火災による死者の数が減少している

火災の原因や地域の特性を踏まえたきめ細かな防火対策，とりわけ，
高齢者宅への出火防止対策や，建築物の多様化にも対応した事業所の
防火対策が充実強化され，火災件数や焼損面積，火災による死者の低
減が図られている。

（35字） （33字）

地域防災力が充実強化され，大規模災害発生時の被害が最小限
に抑えられている

地域防災の中核的存在である消防団員数が増加するとともに，性別・
世代を問わず活躍できる環境が整備され，活動がより一層充実してい
る。また，市民一人一人の災害対応力が向上し，地域がみずから備
え，しなやかに対応することができる体制が整っている。さらに，行
政，消防団，自主防災組織，事業所等の相互の連携体制が確立し，大
規模災害発生時の被害が最小限に抑えられている。

（31字） （35字）

政
策
分
野
25

姿
2

快適な都市環境の創出・向上，地球温暖化防止をはじめ，文化・歴史
の継承や民間活力のさらなる導入による新たなにぎわいの創出，地域
コミュニティの活性化，健康長寿，新しい生活スタイルへの適応な
ど，多様なニーズにこたえる公共空間として，それぞれの公園の特色
を生かした公園整備・利活用により，住む人にも訪れる人にとって
も，公園の魅力が向上している。また，市民や事業者等とともに，緑
を大切にしてきた京都ならではの生活文化を生かし，地域にふさわし
い新たな緑が増え，大切に守り育てられている。

政
策
分
野
26

姿
1

政
策
分
野
26

姿
5

防災意識の向上とともに，地域ぐるみの災害対
応力が高まっている。

災害が起こっても被害が抑えられるよう，地域
ぐるみでの備えが進んでいる。

京都のまちを出歩くことは楽しく，健康にもよ
い。

防火意識が高まり，火事を起こさないための取
組が市民ぐるみで進んでいる。

防火の取組が市民ぐるみで進み，火災の心配が
少ないまちになっている。

快適な都市環境の創出・向上のほか，地域活動
や健康づくり，災害時の地域の集合場所など，
様々な用途で公園が活用されている。

公園が，快適な都市環境の創出・向上のほか，
地域活動や健康づくりなど，様々な用途で活用
されている。
（方向性④により修正）

政
策
分
野
20

姿
3

賑わいや活気にあふれ，歩いて出かけたくなる
まちとなっている。



④

第１回委員会で提示した設問案 修正案

京都の文化の担い手・支え手が育ち，活躍している

市民，芸術家，文化関係者，文化財所有者，企業，大学や文化施設
など文化にかかわるさまざまな団体と行政がネットワークを形成し
ている。また，文化の継承・創造・発信のための環境が整えられ，
文化の担い手・支え手が育ち，活発な文化芸術活動を行っている。

（59字） （36字）

スポーツを身近に感じ，スポーツがまちの魅力を高めている

市民がプロスポーツをはじめ，トップレベルのスポーツに身近に触
れることができ，スポーツが文化，産業，観光，環境，教育など，
さまざまな分野とつながることで，まち全体の魅力を高めることが
できている。

（51字） （37字）

MICE都市としての魅力が確立し，世界の人々が集うまちに
なっている

世界の平和や人類の未来に貢献する会議の舞台を京都が提供し続け
ることにより，多様性を認め合う国際MICE都市としての京都ブラン
ドが確立しているとともに，MICE振興の意義や効果について，市民
や事業者の理解が進み，MICE誘致・開催に積極的に取り組む機運が
醸成され，地域経済の活性化や産業・学術等の振興に貢献してい
る。

（54字） （50字）

対応が困難な課題を行政，関係機関が受け止め，円滑に支援
につなげられている

地域生活における困難な課題をしっかりと行政，関係機関が受け止
め，円滑に支援につなげることにより，抱えた課題が深刻化する前
に解決を図ることができている。

（81字） （49字）

政
策
分
野
14

姿
3

いわゆるごみ屋敷問題や，福祉サービス等を利
用せず周囲から孤立している方など，地域にお
ける困りごとに関する情報を，行政や関係機関
が受け止め，支援につなげられている。

設問の文字数は50字以内とする。

　回答者が読みやすいよう，すべての設問が50字以内となるよう修正する。

政
策
分
野
5

姿
4

文化芸術に携わる人や応援する人が育ち，文化
の継承・創造・発信のための環境が整えられ，
文化芸術活動が活発に行われている。

文化芸術に携わる人や応援する人が育ち，文化
芸術活動が活発に行われている。

政
策
分
野
8

姿
5

MICE(企業ミーティング，企業研修旅行，国際
会議，イベント等)が盛んに開かれ，世界中か
ら人が集まっている。

国際会議，イベント，企業ミーティングや研修
旅行等が盛んに開かれ，世界中から多様な人々
が集まっている。

政
策
分
野
6

姿
3

市民がプロスポーツやトップレベルのスポーツ
を身近に触れる機会があり，スポーツがまちの
魅力を高めている。

市民がスポーツに身近に触れる機会があり，ス
ポーツがまちの魅力を高めている。

ごみ屋敷や地域社会からの孤立など，個人が抱
える課題を行政や関係機関が受け止め，支援に
つなげている。
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食や生活環境の安全と安心が確保されている

（56字） （45字）

違法民泊が根絶され，安全で安心な生活環境に
なっている。

違法民泊が根絶され，安全で安心な生活環境に
なっている。
（修正なし）

（27字） （27字）

持続可能なすまい・まちの形成により，まちの魅力や活力が
維持されている

安心・安全で快適にくらし続けることができるすまいが継承される
とともに，若年・子育て層や高齢者など，さまざまな世代がくらす
まちが形成されることにより，まちの魅力や活力が維持されてい
る。

（59字） （38字）

住宅ストックの流通が活発に行われている

地域コミュニティの有用な資源として空き家が積極的に活用される
とともに，適切な維持管理やリフォームが行われた戸建住宅，マン
ションが適正に評価されることや，地域活動の状況を含めた住環境
に関する情報が幅広く提供されることにより，住宅ストックの流通
が促進されている。

（59字） （44字）

民間賃貸住宅を含めた住宅セーフティネット機能の充実が図
られている

市営住宅だけでなく，民間賃貸住宅においても，誰もが円滑に入居
できるような重層的な住宅セーフティネット機能の充実が図られて
いる。

（58字） （46字）

すまいを長く使えるように，適切に修理され，
現代の生活の仕方に合った設備等に作り替えた
中古住宅が増え，活用が進んでいる。

適切にリフォーム・リノベーションされ，長く
使える良質な中古住宅が増え，活用が進んでい
る。

若年から高齢世代まで，様々な世代が安心・安
全で快適に暮らしており，京都に住んでよかっ
た，これからも住み続けたいと思う。

幅広い世代の人々が安心・安全で快適に暮ら
し，京都に住み続けたいと思っている。

安心して食べられる食品が手に入り，清潔で安
心して利用できる公衆浴場や理・美容所など衛
生的な生活環境が整っている。

安全な食品が手に入り，清潔で安心な公衆浴場
や理・美容所など，衛生的な生活環境が整って
いる。

高齢者向けの住宅等，人それぞれの必要に応じ
た住宅が増え，すまい選択範囲が広がってお
り，すまいに困っている人がいない。

高齢者向け住宅など，様々なニーズに応じた住
宅の選択肢が広がり，すまいに困っている人が
少ない。

政
策
分
野
16

姿
3 食品や生活衛生関連の事業者における衛生管理の取組が推進される

とともに，違法民泊が根絶され，市民の食や生活環境の安全と安心
が確保されたまちになっている。

政
策
分
野
24

姿
4

政
策
分
野
24

姿
2

政
策
分
野
24

姿
3
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公園の魅力が向上し，地域にふさわしい新たな緑が増え，大
切に守り育てられている

（59字） （48字）

京都は緑が豊かである。
四季を感じさせ，まちのにぎわいに華を添える
ような街路樹や公園が身近にある。
（方向性③により修正）

（11字） （37字）

快適な都市環境の創出・向上のほか，地域活動
や健康づくり，災害時の地域の集合場所など，
様々な用途で公園が活用されている。

公園が，快適な都市環境の創出・向上のほか，
地域活動や健康づくりなど，様々な用途で活用
されている。

政
策
分
野
25

姿
2

快適な都市環境の創出・向上，地球温暖化防止をはじめ，文化・歴
史の継承や民間活力のさらなる導入による新たなにぎわいの創出，
地域コミュニティの活性化，健康長寿，新しい生活スタイルへの適
応など，多様なニーズにこたえる公共空間として，それぞれの公園
の特色を生かした公園整備・利活用により，住む人にも訪れる人に
とっても，公園の魅力が向上している。また，市民や事業者等とと
もに，緑を大切にしてきた京都ならではの生活文化を生かし，地域
にふさわしい新たな緑が増え，大切に守り育てられている。
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⑤

第１回委員会で提示した設問案 修正案

地域の多様なコミュニティが自分たちの地域の課題を把握
し，解決に向けて主体的に取り組んでいる

地域のさまざまな課題に対して，地域住民が関心をもって参加し，
関係機関と連携しながら主体的に取り組める多様なコミュニティが
できている。そこでは，自分たちの地域の課題を把握し，防災・減
災や見守り活動をはじめとする地域課題の解決に向けて取り組まれ
ている。

（40字） （43字）

多様な担い手が地域企業を支え，誰もが働く喜びを実感でき
ている

女性や，障害のある人，外国人など多様な担い手が活躍し，企業の
担い手の確保につながるとともに，デジタル技術を生かした働き方
改革の推進や雇用のミスマッチの解消によって，若者から高齢者ま
で世代を問わず，誰もが働く喜びを実感できるまちとなっている。

（40字） （23字）

市民がまちのあらゆる場で学んでいる

京都市の各図書館や生涯学習総合センターなどの生涯学習施設の機
能の充実や，さまざまな生涯学習関係団体との連携の拡充により，
急速に変化する社会経済情勢の下でも多様な学びが提供され，市民
が自身に適した学びを自由に選択し，継続して参加できるまちと
なっている。

（42字） （40字）

設問文中の例示は適切なものとする。

　回答者に設問意図が正しく伝わるよう，設問文中の例示を適切なものに修正する。

政
策
分
野
3

姿
2

自治会・町内会等の地域団体が，防災や見守
り，清掃，お祭りなどの取組を行っている。

自治会・町内会等が，防災，防犯，見守り活
動，町内美化等，地域のための取組を行ってい
る。
（方向性③にも該当）

政
策
分
野
18

姿
1

京都には，大学や博物館，神社仏閣，企業，Ｎ
ＰＯなどが提供する学習機会が豊富にある。

図書館をはじめ多様な機関が学びの機会を豊富
に提供し，市民が様々な場で学んでいる。
（方向性③にも該当）

政
策
分
野
7

姿
2

女性や障害のある人，外国籍の人など，様々な
人が京都の企業でいきいきと働いている。

多様な人々が京都の企業でいきいきと働いてい
る。
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（その他）令和元年度「政策評価制度に関する意見」で定めた考え方に沿った修正

第１回委員会で提示した設問案 修正案

便利で利用しやすい公共交通ネットワークが，「住んでよ
し」，「訪れてよし」のまちとしての魅力を高めている

行政，鉄道・バス等の交通事業者のさらなる連携により，人の流れが
集中する駅やバスターミナル等の交通結節機能の分散化やバリアフ
リー化が進み，公共交通の利便性や快適性が向上するとともに，地域
のニーズ・特性に応じた交通手段が確保されることで，市民にとって
は「住み続けたいまち」，訪れる人々にとっては「何度でも訪れたく
なるまち」としての魅力が高まっている。
同時に，「保全・再生・創造」それぞれの役割を期待される地域がそ
のポテンシャルを十分に発揮できるよう，新たな技術革新を踏まえた
市内外の公共交通ネットワークのあり方について，将来を見据えた市
民的な検討が深まっている。

（23字） （19字）

政
策
分
野
20

姿
2

京都での移動には，公共交通が便利・快適であ
る。

京都市内の移動は公共交通が便利である。

　回答者が判断に迷うような記載を修正


